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精神科救急システムにおけるソフトな救急の役割

一般病院における往診・電話相談・時間外外来の効用

遠山 照彦 松田 亮三

山下 節義 井川 玄朗

　近年わが国の精神医療も，徐々に地域ケア，地域精神保健の比重が高まりつつある。地域精神保健の確立

には，社会復帰施設など地域の受け皿の整備とともに，精神科救急システムの整備が必要不可欠である。し

かし，一部の都道府県を除いて，精神科救急システムは整備されておらず，その整備が急がれるところであ

る。

　その際入院に至るような「ハード」なケースをあつかう「ハードな（堅い）救急」の整備に加えて，入院

に至らない「ソフト」なケースに対応する「ソフトな（軟らかい）救急」の整備が不可欠である。本報告で

は，ソフトな精神科救急の例として，往診，電話相談，時間外外来の実例をあげ，その有用性について述べ

た。また，ある一般病院における精神科患者に対する時間外電話相談について調査したところ，ソフトな救

急において，約80％のケースに対して外来診療が必要なことが判明した。また約40％は，精神科医の診察を

必要とした。

　これらの結果より，「ソフトな救急」は有用かつ必要であること，そして精神科救急システムにおいてそ

の整備が重要であることを示した。また，「ソフトな救急」に対応できる体制を確立するには，保健所だけ

でなく外来対応機能をもつ民間医療機関のシステムヘの参加が必要不可欠であると思われた。著者の活動経

験から，民間医療機関（一般病院を含む）が「ソフトな救急」を担うためには，当直医への精神科的トレー

ニング，後方の入院施設の整備，搬送体制の整備が必要であり，また診療報酬の改定が望まれることを指摘

した。
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